
 

【目的】 人と自然が共生する森づくりの一環として、豊かな森林生態系を構成する多様な野性鳥獣の保護を推進するため、傷

病等で救護又は捕獲された大型鳥獣の野生復帰のための総合的な治療訓練、移送、放鳥獣を行うとともに、その業務を担う人材

の育成を行う。 

大型野生鳥獣等野生復帰事業費 

 

 

 大型鳥獣等野生復帰事業 

野生鳥獣の専門家（獣医師等）を擁する事業者に業務委託し、 

傷病等で保護・捕獲された野生鳥獣を野生に復帰させる。 

・県内各地で保護された野生鳥獣に対し、必要に応じて 

治療を行い、猟友会等の協力を得て、安全な奥山等へ 

移送し、放鳥獣する。 

・鳥獣救護所で救護され、状態が落ち着いた野生鳥獣を、 

必要に応じて治療や訓練を行い、安全な奥山等へ移送し、 

放鳥獣する。 

・救護所の巡回指導を行う。 

 

大型鳥獣等野生復帰事業の内容 

市街地等に出没した鳥獣に対する、獣医師による対応 


